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議
員　

市
内
200
箇
所
以
上
の
公

園
等
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
り
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
民
間
か
ら
土
地
を

借
用
し
て
い
る
公
園
等
が
数
多

く
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を

市
の
所
有
と
す
る
た
め
の
財
源

を
作
る
た
め
に
、
歴
史
的
名
所

と
自
然
的
景
勝
地
の
保
護
を
目

的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
自
治
体
版

の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
財
団
と
の
協
働
・
連
携
と

あ
わ
せ
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

公
有
地
化
を
進
め
る
に

は
新
た
な
資
金
確
保
の
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
財
政
面
で
も

有
用
だ
。
今
後
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
花
と
緑
の
サ
ポ
ー
ト

組
織
の
事
業
展
開
で
十
分
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

緑
地
や
公
園
等
の
整
備

財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ブ

リ
美
術
館
に
よ
り
全
国
的
に
注

目
度
の
高
い
「
三
鷹
の
森
」
の

名
を
絡
め
、
納
税
者
に
独
自
の

特
典
を
付
与
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

が
募
集
に
効
果
的
と
考
え
る
。

市
長　

現
在
の
厳
し
い
財
政
事

情
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
た
寄
付
金
に
よ

る
財
源
確
保
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
制
度
の
推
移
を
見
守
り
な

が
ら
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
し
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
形
な
ど
積
極
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

渥
美　

典
尚　

議
員

緑
豊
か
な
公
園
都
市
を
目
指
し

新
制
度
の
活
用
で
財
源
確
保
を

政
新
ク
ラ
ブ　

土
屋　

健
一　

議
員

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
を

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

俊
明　

議
員

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
招
致
で

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を

住み慣れた地域で快適に暮らしたい…地
域ケアネットワーク新川中原の設立総会

政
新
ク
ラ
ブ　

宍
戸　

治
重　

議
員

納
付
機
会
を
拡
大
し

収
納
率
向
上
を

議
員　

近
年
、
都
市
型
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局
地
的
な
豪

雨
が
頻
発
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
豪
雨
に
よ
る
水
害
対
策
と

し
て
平
成
17
年
度
か
ら
雨
水
浸

透
型
下
水
道
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
現
在
の
整
備
状
況

組
み
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

連
携
は
可
能
と
考
え

る
。
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
企
画

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
る

体
育
指
導
委
員
と
、
実
技
指
導

を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
連

携
を
図
る
た
め
、
交
流
の
場
を

設
定
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

交
流
す

る
機
会
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

市
民
駅
伝
大
会
は
地
域

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
悪
天
候
で
開
催
で
き

な
い
こ
と
も
考
慮
し
、
予
備
日

の
設
定
な
ど
中
止
に
な
ら
な
い

よ
う
方
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

市
長　

何
ら
か
の
打
開
策
が
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、
国

民
に
夢
と
感
動
を
与
え
た
。
世

界
の
一
流
選
手
の
躍
動
感
や
競

技
へ
の
熱
い
思
い
、
精
神
力
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
や
国
際
交
流

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え

る
。
２
０
１
６
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
候
補
地
と
し
て
、
さ

ら
に
東
京
招
致
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
市
で
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　

招
致
に
つ
い
て
、
東
京

都
市
長
会
で
決
議
を
行
い
、
一

致
団
結
し
て
協
力
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
、
市
民
へ

の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点

と
な
る
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
等

の
施
設
整
備
構
想
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

現
時
点
で
、
都
か
ら
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
、
関
係
市
が
十
分

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
元

市
民
の
要
望
・
意
見
を
も
と
に

都
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
は
、
体
育
協
会
の
組
織

力
の
向
上
や
指
導
者
の
育
成
な

ど
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要

だ
。
教
育
長
の
所
見
を
聞
く
。

教
育
長　

世
界
を
視
野
に
入
れ

た
学
校
教
育
・
学
校
体
育
の
さ

ら
な
る
充
実
・
拡
充
を
含
め
て

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
本
市

に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
市
税
等
の
納
付
機
会
の
拡
大

は
重
要
な
課
題
だ
。
市
民
の
利

便
性
と
収
納
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
納
付
方
法
の
多
様
化
・

電
子
化
を
一
層
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
順
次

拡
大
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら

マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
収
納
方
法
を
導
入

し
、
利
用
が
進
ん
で
い
る
。

議
員　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
導
入
の
検
討
状
況
を
聞
く
。

市
長　

国
や
他
市
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

納
付
方
法
の
多
様
化
に

伴
い
、
事
務
の
効
率
化
や
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
、
効
果
的
な
収

納
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　

事
務
の
効
率
化
に
よ
っ

て
、
納
税
の
相
談
業
務
の
時
間

を
増
や
せ
た
。
コ
ス
ト
の
問
題

も
十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

収
納
業
務
に
関
し
て
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
事
業
者

の
活
用
を
推
進
す
べ
き
だ
。

市
長　

活
用
事
例
と
し
て
納
税

推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
の
実
績
が

あ
る
。
今
後
も
民
間
事
業
者
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

行
政
と
指
定
金
融
機
関

の
今
後
の
役
割
を
伺
う
。

会
計
管
理
者　

公
金
収
納
に
お

け
る
利
便
性
向
上
と
事
務
の
効

率
化
に
向
け
、連
携
を
進
め
る
。

一
般
質
問
の
模
様
は
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
１
面

題
字
下
参
照
）
の
本
会
議

録
画
中
継
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

一
般
質
問

　

９
月
２
日
、
３
日
の
本
会
議
で
、
22
人

の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

議
員　

市
は
家
庭
系
ご
み
の
有

料
化
を
平
成
21
年
秋
に
開
始

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

市
民
は
、
ご
み
減
量
に
向
け
た

取
り
組
み
に
協
力
し
、
ご
み
の

総
排
出
量
を
減
少
さ
せ
て
き
た

が
、
有
料
化
で
新
た
な
金
銭
的

負
担
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
負

担
に
見
合
う
効
果
と
は
何
か
。

政
新
ク
ラ
ブ　

伊
東　

光
則　

議
員

充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

　
　
　
　
　

 

環
境
整
備
を

市
長　

ご
み
の
排
出
抑
制
、
資

源
化
の
促
進
、
ご
み
処
理
経
費

の
負
担
の
公
平
化
、
手
数
料
収

入
を
原
資
と
し
た
広
範
な
環
境

施
策
の
拡
充
等
が
図
ら
れ
る
。

議
員　

有
料
化
に
よ
る
不
法
投

棄
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

既
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
交
差

点
・
バ
ス
停
周
辺
・
河
川
の
ご
み

へ
の
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
。

生
活
環
境
部
長　

道
路
・
美
化

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
定
期
的
に
監

視
し
、
不
法
投
棄
を
防
止
し
て

い
る
。
今
後
も
、
き
め
細
か
な

対
応
を
し
た
い
。

議
員　

市
が
本
市
在
住
の
団
塊

世
代
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
意
欲

を
持
つ
人
が
７
割
に
も
上
っ

た
。
団
塊
世
代
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
日
常
生
活

に
過
度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
。

市
長　

過
剰
な
負
担
が
な
い
よ

う
公
平
・
公
正
な
参
加
の
あ
り

方
を
念
頭
に
置
き
、
参
加
の
機

会
の
創
出
に
一
層
努
め
た
い
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
そ
の

活
動
を
通
し
連
帯
感
を
育
む
効

果
が
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
や
地
域
へ
の
帰
属
意

識
の
醸
成
、
団
塊
世
代
の
ま
ち

づ
く
り
参
加
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
す
べ
き
だ
。
現
状
を
聞
く
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

各
種
団

体
の
協
働
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
単
独

の
団
体
で
は
得
ら
れ
な
い
企

画
・
運
営
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
地

域
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
盛
り

上
げ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
必

要
だ
。
主
催
団
体
が
異
な
る
同

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
連
携

開
催
し
、
「
三
鷹
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
を
決
め
る
よ
う
な
取
り

政
新
ク
ラ
ブ　

加
藤　

浩
司　

議
員

都
市
型
ゲ
リ
ラ
豪
雨
か
ら

市
民
生
活
を
守
る
施
策
を

と
今
後
の
整
備
方
針
を
聞
く
。

市
長　

平
成
19
年
度
末
で
進
ち

ょ
く
率
は
28
％
だ
。
今
後
、
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
地
域
を
中

心
に
積
極
的
に
設
置
し
た
い
。

議
員　

今
後
の
整
備
期
間
を
短

縮
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
年
７
月
６
日
、
都
市

型
水
害
に
備
え
総
合
水
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。
災
害
時
の
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
万
全
な
準
備
が
必
要
だ
。

市
長　

地
域
防
災
無
線
に
よ
る

定
期
的
な
通
信
訓
練
等
を
実
施

し
、
連
携
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

新
し
く
建
設
す
る
建
物

で
地
下
室
が
あ
る
も
の
は
、
浸

水
の
危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
指

導
の
徹
底
を
し
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
部
長　

建
築
指
導
課

で
、
地
下
駐
車
場
な
ど
の
危
険

性
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

議
員　

様
々
な
問
題
で
市
内
農

家
が
減
る
傾
向
に
あ
る
。
水
害

対
策
の
面
か
ら
考
え
て
も
重
要

な
農
地
を
保
全
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

難
し
い
課
題
だ
が
、
雨

水
浸
透
の
機
能
を
持
つ
都
市
農

地
の
保
全
に
一
層
努
め
た
い
。

政
新
ク
ラ
ブ　

白
鳥　

孝　

議
員

地
域
の
力
を
生
か
し

実
効
性
の
あ
る
行
政
運
営
を

議
員　

地
域
社
会
の
連
携
の
再

生
が
緊
急
の
課
題
だ
。
地
域
社

会
を
思
い
や
り
と
協
働
の
場
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
多
く

の
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
参
加
し
や
す
い
状
況
等
の
提

供
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

自
主
性
・
自
立
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
地
域
に
根
差
し
た
課
題
解

決
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ

の
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

暮
ら
し
や
す
さ
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
力
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

地
元
団
体
・
地
縁
団
体
へ
の
支

援
等
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　

新
た
な
人
材
の
発
掘
や

適
切
な
助
成
・
補
助
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

議
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
み
た
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

等
の
現
状
と
、
協
働
セ
ン
タ
ー

の
市
民
活
動
へ
の
支
援
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

速
や
か
な
情
報
交
換
と
的
確
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
地

域
力
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
市

民
活
動
へ
の
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

地
域
ケ
ア
、
緑
化
推
進

等
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
連

携
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

と
多
様
な
事
業
展
開
を
進
め
て

い
き
た
い
。

市
税
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化


